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	扶養控除の廃止と新たな控除の導入に関する社会保障分野における論点について
	スライド番号 2
	・ 医療や福祉の制度は、保険料や一部負担を決めるに際して、所得や税額�　等を用いているため、扶養控除を単純に廃止した場合には、厚生労働省関�　連では21の制度に影響。��ただし、�・ 前回提案のあった所得税において「特別調整控除」が創設された場合、�　現在非納税者である方について引き続き非納税者となるため、この点につ�　いて社会保障制度への影響はなくなる。�・ 前回提案のあった新たな税額控除が創設された場合、障害者や難病等の�　方については、負担増の影響が減殺されると思われる。�・ 児童を対象とした制度については、扶養控除が廃止される影響を考慮�　して、負担の基準を見直すことを検討。��一方、�・ 障害者、難病等の方、児童を直接対象としていない国民健康保険などの�　５つの社会保障制度について、保険料等の負担者に69歳以下の被扶養者�　がいた場合の対応についてどう考えるか。（負担が上がる場合がある）
	スライド番号 4
	�・ 対象者の範囲（扶養控除廃止の趣旨と関連）��・ 外形的・実質的な状態の認定が技術的に可能か。（対象者�　の特定、どの期間その状態にあればよいのか等）��・ 認定事務は誰が行うのか。��などを詳細に詰める必要がある。�
	スライド番号 6

